
・清潔区域と不潔区域を明確にエリア分けする

不潔区域（レッドゾーン）：防護具を着用するエリア（陽性者エリア）

準不潔区域（イエローゾーン）：防護具を脱衣するエリア（中間エリア）

清潔区域（グリーンゾーン）：防護具を着衣するエリア（一般エリア）

・個人防護具の着用場所と脱衣場所は明確に指定する

※テープ等でエリアを目ではっきりと区別できるよう工夫する

・入所者間で共有する器材（体温計、血圧計、 聴診器など）は専用にすることが

望ましい（困難な場合は、60％以上のアルコールで清拭消毒をして使用する）

ゾーニング方法について

防護衣の着衣場所

設置する物品
・ガウン
・フェイスシールド
・サージカルマスク
・キャップ
・手袋
・手指衛生剤 など

防護衣の脱衣場所

設置する物品
・ごみ箱（足踏み式）

・手指衛生剤
（使いやすいように設置又は携帯）
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★陽性者、濃厚接触者については、個室で隔離することが原則
★陽性者と濃厚接触者は接触しないよう別室で隔離する
★濃厚接触者同士が接触しないよう配慮する
【濃厚接触者の個室隔離が難しい場合】
①症状のない濃厚接触者を同室とする
②ベッドの間隔を２ｍ以上あける、もしくは、ベッド間をカーテン等で仕切る
③有症状となった場合、速やかに個室へ移動する。
④必ず、マスクの着用をする。

ゾーニング方法について

不潔ゾーン
（病室）

準不潔ゾーン 扉

清潔ゾーン
（廊下） 対応者は、入室時、廊下で手指衛生・個人

防護具を着衣してから入室し、
退室時は、前室で個人防護具を
脱衣・手指衛生してから通路へ出る
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